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今後の予定
9月8日(火)閉祭式・片付け 午後二者面談等 9月9日(水)から通常授業

9月21日(月・祝)敬老の日・22日（火・祝）国民の休日・23日（水）秋分の日 （土日を含めて5連休）

9月24日(木)月曜日の授業 25日(金)火曜日の授業 10月13日(火)から中間考査

10月20日(火)から23日(金)修学旅行

スタディサポート・整容検査
9月1日(火)は夏休みの宿題のベネッセの「スタディチャージ」を踏まえて、「スタディサポート」（確認試験）を行いました。

他校の生徒との学力を比較する良い機会であり、目指す進学先が求める学力が備わっているかを試す良い機会です。

Chromeブックを使ってオンラインで解答しましたので、受験結果はもうすぐ見られます。また、7月に大学・短大、看護・医

療系専門学校進学希望者に実施した「ベネッセ総合学力テスト」の結果はすでにオンラインで見られます。紙での結果は

今週配布する予定です。午後は整容指導が行われました。多くの生徒が準備をして整容指導を受けてくれました。

薬物乱用防止教室
9月2日(水)の１・２時間目は、日本薬科大学から小林賢先生をお招きして、「薬物乱

用がない楽しい高校生活をおくるための薬のスペシャリストからのアドバイス」をテーマに講演をい

ただきました。生活委員は社会科室で直接お話を聞き、他の生徒は教室でオンラインで視聴

しました。お話の中で、一度折ってしまった紙は、どんなに伸ばそうとしても元のまっすぐな紙には

戻せないことを例えに、薬物乱用は、「脳や体に不可逆的にダメージを与える」とお聞きしました。

薬物乱用は一度で人生を変え、二度と元の生活には戻れなくなる恐ろしさがあります。

若菜祭（文化祭）準備
9月2日(水)の3時間目から教室の備品移動を行い、文化祭準備が本格的に始まりました。備品移動後はあっという間

に日常の教室の雰囲気はなくなり、それぞれ個性的な教室の姿に変わりました。夏休みに作った、一見すると何かよく分か

らなかったものが形になってきて、この部分だったんだと驚かされたりしました。3日(木)は1日準備で、生徒たちの楽しそうな

元気な声が校舎内に響き渡っていました。

始業式 シェイクアウト訓練 ＳＮＳ講習
8月31日(月)例年よりも1日早く2学期が始まりました。弓道部、カヌー部

の全国大会出場にむけての壮行会の後、始業式が行われました。校長先

生、生徒指導部、進路指導部からそれぞれ2学期の学校生活にむけてお

話をいただきました。その後、教室で校歌を歌いました。

次に、9月1日の防災の日に向けて、「シェイクアウト訓練」を行いました。

音声に合わせて地震の備えをするものです。生徒たちはいっせいに机の下に

潜り込んでいました。10分休憩の後、「ＳＮＳ講話」を聞きました。スマホ

の利用について統計資料や、その場で生徒からの回答のデータをもとにお話

をいただきました。改めて自分たちの生活を見直す良い機会になりました。

若菜祭校内公開
9月4日(金)は登校後、すぐに体育館に集まり若菜祭（文化祭）の開祭セレモニーが行われました。校長先生の挨拶、

実行委員長挨拶、吹奏楽部、軽音楽部、有志の演奏、各クラスの企画発表およびクラスTシャツPRが行われました。部

活や有志の発表は言うまでもなく、各クラスの企画発表なども、ステージに立ったからには見ている人、聞いている人を楽しま

せたいと工夫されたものばかりでした。各クラス色とりどりのクラスTシャツを着て見ている生徒たちも、その工夫に応えるべく盛

り上げていました。

若菜祭一般公開
9月5日(土)若菜祭の一般公開が行われました。天候が危

ぶまれましたが、10時の一般来場者入場時は雨もあがり、少し

日差しも見えました。いつも以上に生徒達は楽しそうでした。

若菜祭後夜祭
9月5日(土)15時に若菜祭一般公開が終わり、帰りのSHRの後、体

育館で後夜祭が行われました。有志の発表あり、ビンゴ大会あり、大いに

盛り上がりました。お疲れさまでした。6日(日)、7日(月)は代休でお休みで

す。週明けは片付け頑張りましょう。また来年もよい文化祭になりますように。
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